
  　 　 　 　 　 　 　 　       

1　事業の概要

①　成果目標

②　事業内容

２　今後の事業の方向性

事務事業シート （25年度実施事業分）　　□予算要求　　□予算案　　　■点検

～

県でなければ実施不可（その他）

事業番号 05 03 02

長野県地域医療対策協議会 担
当
課

6-1　健康で長生きできる地域づくり

実施期間

医療推進課医師確保対策室

doctor@pref.nagano.lg.jp

施策の総合的展開

事　業　名

総合５か
年計画

プロジェクト  ４－４－３　健康づくり・医療充実プロジェクト                       E-mail

H173 医療従事者の養成・確保

部局 健康福祉部

課・室

目指す姿
県内の医師確保に関する情報の共有化、医師の確保・定着及び地域医療の充実について検討を行うことにより、今後の医師確保対策
に反映する。また、「信州医師確保総合支援センター運営委員会」としてセンターの運営や業務内容について、必要な検討を行い業務
内容等の改善・充実を図る。
 成果目標：人口10万人当たり医療従事医師数　205人（H22）　⇒　230人（H29）

現状
○設置根拠：平成18年の医療法の改正により、医療従事者の確保や医療の確保に関する事項について協議、公表することとされた。ま
た、平成23年度からは「信州医師確保総合支援センター設置要綱」により、運営委員会と位置付けている。
○年１回から３回開催し、医師確保に関する施策や信州医師確保総合支援センターの業務内容について、ご意見・ご提案をいただいて
いる。

県が関与
する理由

成果目標・
事業内容 協議会を年２回開催し、医師確保対策及び医師確保総合支援センターの業務内容等について協議し、施策に反映する。

県民との協働による実施： 困難

【左記の説明、根拠法令等】

○設置根拠：平成18年の医療法の改正により、医療従事者の確保や医療の確保に関する事項
について協議、公表することとされた。また、平成23年度からは「信州医師確保総合支援セン
ター設置要綱」により、運営委員会と位置付けている。
○年１回から３回開催し、医師確保に関する施策や信州医師確保総合支援センターの業務内容
について、ご意見・ご提案をいただいている。
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今後、事業
をどのように
していきた
いか。

　　□ 事業を実施しない　　　　　□ 事業を見直して実施　　　　　■ 事業を現行どおり実施

引き続き、協議会で医師確保対策及び医師確保総合支援センターの業務内容等について協議し、施策に反映していく。
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目標に対
する成果
の状況

平成25年度の主要議題である医学生修学資金貸与者の配置方針に関する協議が１回目の協議会でまとまるなど、医師の確保・定着に
向けた協議が行われ、概ね目標を達成することができた。
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 決　　算　　額　（B）
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区　　分（単位：千円）
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